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村　木　征　人

Developrnent　and 　contemporary 　problems 　of 　the

　　　　 periodization　in　sport 　training

Yukito　Muraki

Abstract

　 This　paper　reviews 　the　processes　of　formation　and 　development 　of　periodization　in　the　theory　of

sport 亡raining
，
　and 　attempts 　to　identify　problems 　oll　which 　future　study 　should 　be　focused．　A 　major

criticism 　of　the　classical　periodization　theory　of　Matvejev 　was 　the　realities　of　top・1evel　sports 　activi．

ties，　which 　have　now 　approached 　the 　mature 　stage 　and 　become　uncoupled 　from　the　theory．　These　are

problems 　that　．have　been　taken 　up 　as 　fUture　topics　in　the　classic 　theory
，
　but　have　not 　been　thoroughly

solved ．　One　is　the　problem 　of　training　characteristics 　for　each 　stage 　of　athletic　development，　especia1 −

ly　in　the　junior　period　and 皿 ature 　stage ．　Other　problems　have　been 　related 　to　train加g　speciality　due
to　class 遣 ed 　sport 　events

，
　 especiaUy 　speed −strength 　events 　and 　ball　games ．　However，　it　cannot 　be

ruled 　out 　that　the　development　cycle 　of　sport −form　is　an 　essential　factor　of　periodiZation．　Skepticism

of　analytica ユtraining　study 　has　been　directed　at　the　inseparable　nature 　of　exercise 　as　basic　training，
being　characterized 　by　pleiotropy　alld　polysemy ．　A　new 　approach 　to　solving 　this　has　been　emerging 　in

tra圭ning 　stlldies，　which 　discuss　the　effects　of　physiological　load　in　training　exercises 　specialized 　for

techhica至and 　tac亡ical　training．　The 　primary 　problem 　in血 ture 　training 　studies 　will　be　the　structuring

of 　sports 　train魚 9 耳nd 　the　competition 　system 　as 　a　versatile 　preparation　process　for　the　improvemellt

and 　stabiUty 　of　sports 　pe  ormances ．　In　addition ，　integration　of　cond 呈tions　and 　technical−tactical　train・

ing　will　be　indispensable．

　 Key　word 飼：tmining　periQdization，　sport −form
，　training　sアs鳶em ，　general　theory　of　spo 姓

　　　　　　　training

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Japan　J．　Phys．　Educ．44：227−240，
　May ， 1999）
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L は じ め に

　20世紀後半 に於 け る各種 ス ポー
ッ で の 国際的

競技水準の高度化 と専門化は ， 必然的に専門的な

指導者 （米 ： Coach，欧 ：Trainer，英 ：Mana −

ger）の発生を促 し，同時に ， そ の 理 論的基礎 と

す べ き指導お よび包括的な トレ
ー

ニ ソ グ原理 に関

す る トレー
ニ ン グ論 （Trainingslehre； theory　 of

sport 　 training）の 必要性を高め て来た．こ の傾

向は必然的に ， 国家的ス ポー
ツシ ス テ ム として ，

選手並 びに コ
ー

チ養成制度を確立 した ソ連 ・東欧

の社会主義諸 国に顕著であ っ た．

　図 1 は，戦後の陸上競技世界記録 （男子） の

発達推移 と主要な関連著作をプロ ッ トした もの で
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図 1　 戦後の 陸上競技世界記録 （男子）の 発達推移と主要なス ポー
ッ トレーニ ソ グ論関連著作の 発刊史 （競技記

　　 録は，種 目間 を比較す る た め に 1998年時点を100 とす る相対記録 で示 す）．

あ る （種 目闘を比較す るため に 1998年時点を 100

とする相対記録で 示 して い る）．

　戦後，急速に発展する競技ス ポー
ッ に よ っ て直

面 し始めた問題が，従来の体育理論の枠内での対

応 と解決が困難 とな っ たの は ， 旧ソ連 ・社会主義

諸驥ばか りで な く，西側の 資本主義先進諸国 で も

同様であ っ た ．それ らは ， 特に トレ
ー

ニ ン グ活動

の 計画と立案 ， 競技成績 ・試合の 分析 ， 適正な ト

レ
ー

ニ ン グの 目的 と内容，並びに トレーニ ング負

荷の量 と強度 の 間の 適正 割合等 々 に関 して で あ

る．Ulatowski （1973）に よれ ば ， こ れ らは 明 ら

か に従来の 「体育の科学」 の範疇を越え るもの で

あ り，スポー
ッ に関連 した様 々 な科学の複合的 ・

総合的なア プロ
ー

チ を通 して bレ
ー

ニ ン グの諸問

題の解決に当た り，それらを トレー
ニ ソグ現場に

提示する必要が生 まれ た の であ る。

　国際競技力の 向上 を国家政策とした ソ連を中心

とする東側諸国で は ， 戦後ス ポー
ツ で の世界征覇

を目指 した ス ポ
ー

ッ
・
シ ス テ ム を確立 する中で ，

制度化され た コ
ー

チ養成 の理論的基礎を提供する

目的で ス ポ
ー

ッ理論の体系化が進め られた ．こ れ

は，ス ポー
ツの試含 と トレーニ ン グ活動 に直結 し

た科学的で実用的な知識構造を，現代スポー
ツ の

理論体系の 中心的存在 として 位置付けようとする

もの である．一方，西側の 先進諸国は近代ス ポー

ツ とオ リソ ピ ッ ク
・
ム
ーブメ ン ト発展の 原動力で

はあ っ た が ，
コ ーチ養成シ ス テ ム の 確立は不十 分

の ままであ っ た．こ の ため，個別スポー
ツ科学 と

トレーニ ン グ理論は体系化され る こ とな く， 前者

は個 々 の母体科学 に依拠 し， 後者は個別種 目毎の

経験的方法論 として の み発展 して来た と言え る，

　 トレ
ー

ニ ン グ科学 （または論）は，主に 自然系

ス ポーツ 科学 （ス ポー
ツ生理学 ， 解剖学 ，

バ イオ

メカ ニ クス，スポー
ツ栄養学 ， スポー

ツ医学 ， ス

ポー
ッ心理学等）が トレー

ニ ン グ問題を学際的な

研究対 象と して扱 う総称 とされ る．特に 日本で

は ， 依然 と して 「体力」 トレー
ニ ン グ論 と同義と

みなされ て い る．しか し， それ ら分析的 ・要素的
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図 2　 トレーニ ン グ科学が対象とす る研究領域 と内容 の 相互関係 （Schnabel，　Eds．， 1997，
　p．17より村木英訳）

・
客観的な科学的知見 と して得 られた ス ポー

ッ 科

学で の 理 論的知識体系や法則が ， 競技者養成 とス

ポー
ッ トレーニ ソ グの過程に求め られ る実践的な

諸問題に対 して どれほ ど直接的 な貢献 を果た し得

たかは 疑問である．殊に，競技パ フ ォ
ー

マ ン ス や

トレ
ーニ ン グの構造性 ， トレーニ ン グ構成の 原

理 ， 運動課題， トレ
ー

ニ ン グ計画，評価，管理 ，

h レー
ニ ン グ諸条件の影響等 々

， トレ
ー

ニ ソ グ と

コ
ー

チ ン グで直面す る実際的な諸問題 か らの 乖離

は 「理論 と実践の ギ ャ ヅ プ」 として常に問題 とさ

れ ，現場の コ
ーチ ・選手 らに とっ て は隔靴掻痒の

感が免れな い所で ある，

　お りしも，統合後 10周年を迎 えた ドイ ッ で は，

旧東 ドイ ッ 時代の実践系一般 トレーニ ン グ理論家

が ， 西 ドイ ッ 化され た ラ イプチ ッ ヒ大学で の生 き

残 りをか け， トレ ーニ ソ グ科学 （TrainingsWis−

senschaft ）改訂 2 版 を再度上梓 した （Schnabel，

Eds ．，1997）．こ の 初版は ，統合後間 もない 1992

年で ある．そ こ で は ， 学際的で実証的な理論 と方

法に 依拠 す る競技パ フ ォ
ー

マ ン ス （Leistung）

論， トレ ー
ニ ソ グ （Training）論 ， 試合 （Wet−

tkampf）論 の 3 領域が包含され る （図 2）．こ れ

らは，個別ス ポー
ッ 理 論 ・方法論 と両輪関係にあ

る
一般 トレー

ニ ン グ理論 ・方法論 と呼ばれる もの

で ， 国家ス ポー
ツ シ ス テ ム の理論体系の 中で は競

技ス ポー
ッ の実践に対 して直接的な貢献を果たす

べ く中核的存在 に位置付け られ る （図 3），

　 トレーニ ソ グ論は， トヅ プ レベ ル で の創造的で

総合的なスポー
ッ トレー

ニ ン グの実践活動 と両輪

とな り， トレ
ー

ニ ン グ の 実践過程の 構造性，そ こ

で 直面 する諸問題 と原因の所在の明示 ， 問題解決

へ の具体的方策 ， そ れ らの原理 的基礎の提起が 目

指される．

　本稿で は，ス ポー
ツ トレーニ ソ グの

一
般構成原

理 の 中心 的 内容 で もあ る トレ
ー

ニ ソ グ期分け

（Training　periodization）問 題 に 関 し て 概 括 す

る．
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図3　ス ポー
ッ 理論の 主 要な 分野 と方 向 の 構造モ デル （Matwejew ，

ヱ981
，
　p．25 よ り村木改変）

2．　期分け論の背景と発展過程

2．1 期分けの本質的要因と諸条件

　 トレーニ ン グ期分け とは ， 競技ス ポー
ッ に於て

異な る 目標設定 とそれに伴 っ た異なる トレーニ ン

グ内容お よび トレーニ ン グ負荷を持つ ，中程度の

期間に トレーニ ン グを区分す る こ とであ る．こ の

こ とは， トレ
ー

ニ ソ グ周期全体の構造 と組織的な

構成内容を包含 して い る．Matwejew （1972 ，
　 p．

38）は こ の 本質 的要 因 を ， 競技的状態 （sport

form）の周期的発達特性に あると して ， 「
一

定の

トレー
ニ ン グ周期の枠 内に於け る トレ

ー
ニ ン グ の

構成 と内容の 合 目的的で周期的な変化」 と定義 し

た ．ロ シア語で の原著 『ス ポ
ー

ツ トレー
ニ ン グに

お け る期 分けの諸問題』 （MaTBeeB，1965）の 刊

行は， ドイ ツ語訳の公的出版の 7年前に遡る．

　近代オ リン ピ ッ クの誕生以来 1世紀を経た が ，

断絶の 無 い 年間通 しての ト レー
ニ ソ グ （year−

round 　training）の 考え方が
一

般的 とな っ た の は

た か だ か戦後の 50年代以降の こ とであ る．その

間 ， トレーニ ン グ過程の 周期化 （期分け）問題を

理論的に 認識 し ， 解決す る に 当た っ て は幾つ もの

解釈が存在 した．

　Matwejew （1972 ，
　pp．23−37）の指摘 した主要

な意見の相違は ， 主 と して トレ
ー

ニ ン グ過程そ の

ものの周期的変化 （期分け）とその変化に影響を

与 える要因に関 して であ る．こ れ らの主 た る要因

は 以下の 4 つ に代表され ，今 日もな お期分けの

論 拠 として
一般 に使われる場合が多い ．

　  トレー
ニ ン グの果たす べ き課題

　  試合 日程 も しくは季節 ・気候的要因

　  トレ
ー

ニ ン グに よる発達段階の適正 化 と身

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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トレーニング

発展段階

季節気候
　条件

図 4　 トレーニ ン グ期分け の 本質的要因 （競技的状態）と影響す る諸条件の 関係 （村木作図）．

　　体器官の適応過程

　  試合に臨む コ ソ デ ィ シ ョ ン調整の合法性

　図 4 は， トレーニ ン グ期分け の 本質的要因 （競

技的状態） と影 響す る諸条 件の関係を示 して お

り， 上記 を期分げ の 主 要因 とす る考え方は図中の

黒矢印で示 して い る．

　これ らを期分けの主要因 とす る解釈の相違は ，

周期区分の 数および名称に も反映され て お り ， こ

れ らの 背後には， しば しば本質的な違 い が隠され

て い る．例えば ， 「試合期」 を
“

主要期
”

として，

他をそ の 主従関係 もしくは副次的な位置付け を意

図 した ， 準備の ため の 「準備期」，「鍛錬期」，「仕

上 げ期」， お よび それ らの期の 間に 置かれ る無数

の 「過渡期」等の様 々 な区分名称で ある．また ，

全体の周期の長さや各期の長さ につ い ては更に大

きな意見の違 い がある．こ れ らの解釈は ， い くつ

かの 矛盾 した前提条件か ら出発 して い る．例 え

ば ， トレ
ー

ニ ン グ計画の立案の便宜のため ， 計画

と実際 （真の変化）との 混同，季節や試合 H程へ

の過度な依存等 々 で ある．

　彼は こ れ らの伝統的解釈に 対 して ， トレ
ー

二 γ

グ期分け問題に 関す る分析の 出発点 を，その客観

的性格の事実確認に求めた．その理 由は，幾 つ か

の 実証的データに基づ く弁証法的批判を重ね る こ

とで ，上記の考 え方 に論理的な矛盾 を見出 したた

めで ある．

　期分けの伝統的要因に関す る彼の 新たな パ ラ ダ

イ ム転換は ，そ の 本質的要因 として競技的状態

（sport 　form）の 発達周期特性の 存在を研究仮説

と して設けた ．競技的状態 とは，「選手が適切な

トレーニ ン グを通 じて多面的な準備がな され ， 競

技的発達の新 しい段階毎に 到達す る最高の 力を備

えた状態」 （Matwejew ，
1972

，
　p．39） と定義され

る．

　 トレ
ー

ニ ン グ計画は完全な もので はな く，遂行

された結果 とも同 じではな い ．こ の ため，計画 さ

れた期分けに従 っ て 生 じる真の変化 （客観的期分

け）を計画 と同一視する こ とはで きない ．計画が

目的を達成で きるの は ， トレーニ ン グ過程の客観

的合理性にか な っ て お り， す べ て が計画通 りに進

行 し，特に期分けの発達周期特性に従 っ て い る必

要がある．換言すれば ， 競技的状態の 発達周期の

段階はひ とりで に生 まれ る もの で はな く， 合理 的

な トレ
ー

ニ ン グの実践過程 を通 じてのみ 合 目的的
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に達成され得る．従 っ て ，トレ
ー

ニ ン グ計画での

期分けの本質的要因は ， 競技的状態の発達周期特

性 に依拠す る と考えたの で ある．

　そ の 背景には，戦後急速に発展 し，国際競争が

激 し くな っ たオ リン ピ ヅ ク競技を中心 とする トッ

プレベ ル ス ポーツ では ， トレー
ニ ン グ構成 を最適

化 し，最重要試合に 際 して タイ ミ ソ グ良く最高の

競技達成 と安定性を確保する こ とが求められて い

た こ とにある，また ， それ まで期分けを決定づけ

る主な要因 とみな して来た季節気候的条件や競技

試合 日程が ， 実際面で次第にその論理的矛盾を露

呈 しっ っ あ っ た．例えば ， 欧米で の室内競技場等

の ス ポー
ッ 施設の建設 と普及，夏冬逆転する南北

両半球に跨が っ た地球的規模で の ス ポー
ツ 交流の

増大で ある．これ らは，競技活動に対す る季節
・

気候的条件の 制約か らの解放を意味する．また ，

そ れ らに よ っ て 国際的試合 日程の過密 ・長期化の

先駈け と共に，最重要試合 へ の ピー
ク

・パ フ ォ
ー

マ ン ス形成に対 して の 種々 の 問題 と矛盾が増大 し

つ つ あ っ た ．

　当初の研究で の競技的状態の客観的評価の方法

は ， 唯
一

の総合的指標 とす る競技記録の動態の 分

析に基づ い て，個 々 の選手の年間平均記録が判定

基準 と して用 い られた ．対象 とな っ たのは ， 競技

的発達過程の高次活動期間に ある陸上競技 ， 重量

挙げ，水泳競技等の客観的計測競技種 目での ソ連

および世界の
一

流選手約900名で ある．

　 そ れ に よ る と，連続する 2 年間の最高記録間

の 平均間隔は，10．5−−12 ヵ 月で 0．3−3．5％の記録の

向上が見 られた ．これは 1 年周期説の根拠 とも

考え られ るもので あるが ， 事例的に個 々 の 間隔を

検討す る と， しば しば こ の平均間隔とは異なる例

が見 出され た ．60％以上の事例は 1年 間隔 であ

っ た が ， 筋力 ・パ ワ
ー的種 目 で は半年間隔が多

く，持久的種 目では逆に半年以内で最高記録を出

した例は殆ど無か っ た．特に ， 重量挙での間隔は

短縮傾 向 と共 に，記録の 著 しい 上昇傾向を示 し

た．また ，半年周期で 記録の 向上 を続けた最長期

間の 例 は ， 重量挙 げで 7年半 ， 陸上競技の パ ワ

ー
種 目 で 3−5 年半 で あ っ た ．こ れ らの事実は，

年間 トレーニ ン グ周期が伝統である シ
ーズン ・ス

ポー
ツに於てさえ ， 幾人かの競技者の記録変動は

既に半年周期の傾 向を示 しつ つ あ っ た．

　こ れ らの 結果か ら導き出され た トレーニ ン グ面

へ の示唆は ， 以下の様な もの で あ っ た．  筋力 ・

パ ワ
ー種 目に対 して は 1 年周期 を否定す る もの

で はな い が ， 年二 重周期の 適用価値が大きい ． 

競技的状態の諸要素の本質的な改善 には負荷量を

増大 した り ， 動 き の熟練度を養う長期にわ た る順

応過程が必要 とな り ，

一
般 に半年周期は十 分な期

間 とは言えない ．しか し， トレー
ニ ン グの 強度を

高めるた めの前提条件を作 り出すには半年周期が

有効で ある．  ス ポー
ツ 達成の向上性 と安定性に

とっ て ， トレ
ー

ニ ン グ周期が一定の 順序に従っ て

それぞ れ の 競技的発達段階に適応 して い る限り，

半年 および 1 年の どち らの周期の適用 も認 め ら

れる．

　当初の総合指標 と して 用 い られた 年間平均記録

は，その後よ り詳細な記録動態の研究 と共 に新た

な判定基準ゾーン が設定され ， 幾つ か の安定性の

基準が追加されて い る （MaTBeeB 　1974）．

　競技的状態にある との判定は，当該 トレ
ー

ニ ン

グ ・サイクル の 枠内で ， 記録を達成 し得 る「最高」

若し くは 「最高 に近い 」 トレー
ニ ン グ水準で，年

間最高記録に対す る マ イ ナス 2 ％ レベ ル が用 い

られる．しか し， こ の 基準は，同
一

ス ポーツ 内で

も陸上競技の様に種 目間での競技特性の違い が顕

著な場合に は ，

一
律な設定には 問題 もある．筆者

はオ リン ピ ッ ク ， 世界選手権等の 最重要試合で の

記録分析を通 じて，跳躍
・投て き種 目の様な比較

的技術性の 高い フ ィ
ー

ル ド種目には ， トラ ヅ ク競

技よ り2−3％低い値の適用を勧めて い る （村木 ，

1994，pp ．84−86）．しか し， 実際には不完全 な試

合 日程などによっ て ， 適正な競技的状態の形成 ・

維持が妨げ られ る こ とも稀で はない ．オ リン ピ ッ

ク等の 最重要試合に最高記録 を出した ものは僅か

15〜25％ に過 ぎず ， ト レーニ ン グ計画は そ れ に

従 っ て生 じて い る真の変化 とは必ず しも同 じで は

ない ためで ある．

2．2　競技的状態の発達周期特 性と トレ
ーニ ング

　競技的状態の獲得は，体力面 ， 技術 ・戦術面 ，
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精神面での各諸要素諸細目に及ぶ多面的準備の過

程で あ る．競技的状態は こ れ ら総てが調和 して ，

1 つ の統
・一された もの に高め られ て い るの が特徴

的である．しか も ， トレ
ー

ニ ン グ水 準の高い 上級

選手ほ ど， トレーニ ソ グの特異性の増大 と共に要

素間の 対立 も顕著 とな り， トレ
ー

ニ ソ グ過程で同

時に満足で きない要素間の取捨選択 もし くは調整

（trade−ofi）が求め られる様 に なる．したが っ て ，

競技的状態の発達周期の 各期の 長さは，競技者の

トレーニ ン グ の 開始時の水準，年 令 ， 個人的特

性 ，専門種 目の特性等の事情に 影響され るが ，決

定的な要因は トレ
ー

ニ ン グで あ り， その習熟お よ

び適応過程 の本質的原理 に よ っ て決定 付け られ

る．

　 こ れらの 関係を実証的に検討する には，訓練性

の 高 い 上 級選手対象に，計画 と共に遂行された ト

レ
ー

ニ ソ グ自体の 分析が不 可 欠で ある．こ の た

め，先ず ， トレーニ ソ グ構成の
一
般的な原理 が

一

種の 仮説 モ デル と して 準備 され る ．仮説モ デル の

導出は，こ れまで の経験理論 と教育学，生物 およ

び 医学的原理 か らの演繹的 な援 用に基づ い て い

る．競技的状態の比較的安定 した側面であ る体力

面は，本質的には生物学的な適応過程の連続 した

段階であ り， トレーニ ン グ作用やその他の幾つ か

の 要因によっ て生 じる生理学的，生化学的，形態

学的転換の 段階 を表す とみな された ．

　こ れ らの基本原理 は ，   競技的状態の発達周期

特性 ，   基本的 トレ
ー

ニ ン グ手段 として の運動の

一般性 と専門性 の相対的な相互関係，  それ らの

負荷の 量 と強度の 二 面性 ，   負荷の 動態の 波状的

特性，  トレーニ ン グの基本構造単位 （ブ ロ ッ ク）

と しての マ ク ロ
， メ ゾお よび ミク ロ 周期である．

　 トレ ーニ ン グ分析の具体化には ， そこ で用い ら

れ る基本的手段 として の運動 （exercise ）の カ テ

ゴ リ
ー化が不可欠で ある．こ のため ， よ り実用的

な観点か ら，日常的に用 い られ る無数の基本的 ト

レ
ー

ニ ン グ手段 と しての運動 自体が主 要な タイ プ

に分類される．そこ では，個 々 の種 目の試合運動

の基本的な運動形態及び機能的特徴を基準 とする

相対的な類縁関係の観点か ら，試含的，専門的お

よび
一般的運動が大別 され る （図 5）．

　
一
方で は ， トレーニ ン グ過程 を評価する 目的の

ために，主要な運動は評価機能を付加 し得 る外的

指標の 基準化がな され ， 競技的状態の 総合的指標

と は別に ， そ の補足的 ・部分的な評価規準 も不可

欠で あ る．こ れ らに関する生体の 内的指標の多 く

人 間の 基礎的 ・基

図 5　基本的 トレーニ ン グ手段 と して の運動の分類 （村木作図）
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は，関連諸科学 の 個別 研究成果 と方法に依拠す

る．そ の際 ， フ ィ
ー

ル ドテス トと して基準化 され

た運動は， トレ
ー

ニ ン グ コ ン トロ ー
ル テス ト （ま

たは単 に コ ン トロ ー
ル テ ス ト）と呼んで い る．こ

の根底には ， 理論的 に扱われる要素的課題は ， 総

て 運動 に内在する不可分な
一

面的かつ 相対的な特

徴を断片的に描写 したに過 ぎず，総て の 課題は運

動自体 にある との実践的認識に立 っ て い る よ うに

思われ る．実際上 ， 個別ス ポー
ツでの優れ た選手

お よび コ ー
チは， トレーニ ン グの実践過程で様 々

な運動を発明 し ， それ らを系統付け，習熟的 も し

くは 強化的方 向に 巧み に使 い 分け て い る （村木

1994，pp．137L139）．

　 トレーニ ング運動の負荷は，外的及び内的負荷

が区別 される と共に ， 量 と強度の 二 面性の概念が

設け られ定量的な段階付げがな され る．負荷の 強

度は，運動に費やされ る努力度合い ，緊張度およ

び運動の各瞬間に おける負荷の集中度と密接に関

係 し，単位時間当 りの トレーニ ン グ量 または実行

され た トライ．アル 数 として定義される．こ れは ま

た ， トレーニ ン グ単位 （全体ある い は よ り長い 期

間）を特徴的に 示 すた め に 量 の 指標か ら抜 出 し

て ， 回数 （ない し距離または重量）と トレ
ー

ニ ン

グ時間の商 と して も扱われる．

　
一

方 ， 試合パ フ ォ
ー

マ ソ ス は ， 上級選手ほ ど大

観衆やメ デ ィ ア の 面前で の 高度な競争条件の下で

な され る著 しい 情緒的興奮 を伴な っ た
一

種の 臨界

出力で もあ り，日常的な トレ
ー

ニ ン グパ フ ォ
ーマ

ン ス とは顕著な差が認め られる．ちなみ に，上級

ウ エ イ トリフ タ
ー

の試舎 と トレーニ ソ グでの ベ ス

ト記録間には 12．5± 2．5％ もの差が見 られる （Zat−

siorsky ，1995
，
　p．86）．こ のため ，特に試合に関

して は 「試合負荷」 と呼ぴ ， トレーニ ン グ系 と試

合系で の負荷を区別 して い る．また，技術的 ・
戦

術的側面を主な トレー
エ ソグ内容お よび課題 とす

る もの で は ， 試合負荷 と岡様，暫定的な もの と し

て 等級な らび に点数化の利用や，選手の 自己評価

に基づ くもの も指標に含め て い る ．

　 こ の 様に定義された強度は ， 便宜的な客観的尺

度が準備されて はい た が ， その本質は単な る機械

的な出力の パ ラ メ ー
タ
ー

ではな く， 極めて 主観的

な努力度や緊張度に依拠 して い る．従 っ て ， 強度

問題は特殊な試合負荷問題 と共に ，最高パ フ ォ
ー

マ ン ス の発揮に不 可欠な リラクセ
ー

シ ョ γ 問題お

よび運動質 とも関連 して多 くの研究課題が残され

て い る （村木，1994
， pp．157−160）．

2．3　 トレーニ ング構成の
一
般原理

　
一

連の マ トベ ーエ フ研究の結果，期分けの 本質

問題に関 して共通する，ある種の 客観的性格 （自

然法則性）が認識される こ とになる．これ らは ，

相互 に 関係 しあう トレーニ ン グ構成の
一般的原理

と して 以下 の 6 つ に 集約 さ れ る （Matwejew ，

1972
， pp．73−107；1977，

　pp．64−82）．

　  最大化へ の指向性および専門化，個別化

　 
一
般的及び専門的訓練の相互関係の 統

一
と

　　 適正化

　  負荷 と回復の 組織的変化に よ る トレーニ ン

　　 グ過程の連続性

　  トレー
ニ ン グ課題 と負荷の漸進性

　  トレーニ ン グ負荷の量 と強度の 二 面性 と変

　　化の波状性

　  　 トレーニ ン グ経過 における競技的状態の 発

　　達周期性

　
一般的原理 が構築され る

一
方で ，タ イプの異な

る ス ポー
ッ種 目毎で，競技的状態の発達周期が持

っ 特殊で具体的な実体構造と共 に，その 法則性 が

実体の 属性 として 認識され る必要が ある．また ，

こ の こ と は，長期の 競技的発達過程の各段階に も

該当す る．マ トベ ーエ フはこ の問題に つ い て ， ト

レーニ ン グ期分け特性の観点か らス ポー
ツ種 目の

分類試案を提示 す る と共に ， それぞれ の タイプ別

お よび長期 の競技的発達過程に おけ る各段階の特

性一特に ジ ュ
ニ ア期の問題に つ い て ， 今後の研究

の重要性 を示唆 して い る （Matwejew ，
1972

，
　pp．

195−200）．

　
一

連の マ トベ ーエ フ研究は，今 日では単に 「期

分け論」 と総称される場合が多い ，しか し ， 彼が

後に上梓す る『一般 ス ポー
ツ トレーニ ン グの原理』

（MaTBeeB ，
1977； Matwejew

，
1981

，
　 Matvejev

，

1981 ；マ トヴ ェ イ エ フ，1985）で示 され る様に ，

それは
一

連の研究の端緒であ り ， 中核問題 で はあ
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っ た が ， トレ
ー

ニ ソ グ構成の
一般原理 を論ずる際

の
一

部に過 ぎな い ．また ， 実証的研究の 方法論的

な制約から，扱われた内容の多 くは定量化 し易い

体力面の要素的内容が中心 で もあ っ た ．

　同時代，マ トベ ー
エ フ の期分け問題の研究 と並

行 して ， 体力問題に特化 した研究の存在も無視で

きな い ．それ らの著作の 多 くは ， 数年内に欧州各

国語へ 翻訳され て い る． ドイツ 語翻訳の出版の代

表 例 は ， ZaciQrskij（1972），
　 Werchoshanski

（1972），
Ky3HeinoB （1975）

1
らで ある．ザチオ ル ス

キ
ー

（1972）は， 日本 で も 「スポー
ッ マ ン と体

力」 の著者 として知 られるが ， 初めて競技体力の

構造 と方法を体系的に網羅 した．後二 者は ， 主 に

ス ピ
ー

ド
・．筋力問題を中心 に，高度に トレー

ニ ソ

グされた上級選手固有の専門的体力の構造 と方法

に焦点を当て て い る．

　これ ら
一

連の実践的理論研究は ， ソ連の 国際的

なスポー
ッ実績と共に各国のスポ ー

ッ指導者や理

論家の 関心 を集め る こ とにな る．本格的なメデ ィ

ア化 と共にオ リン ピ ッ ク で の国際競争が激化 した

70年代には ， 成功を収めた ソ連型ス ポ ーツ シ ス

テ ム の 導入 が多くの西側諸国で も推進 される．ナ

シ ョ ナル トレー
ニ ン グセ ン タ

ー
， 公認 コ ーチ養成

および エ リ
ー

ト選手の選抜 ， 養成 （支援）制度等

々 である．その様 な過程の中で ，

一
般お よび個別

トレーニ ン グ論関連の著作および紹介論文 も各国

で 相次い で登場す る，そ の 端緒とな っ た のが，マ

トベ ーエ フの原著に記載 された競技記録の動態に

関する西 ドイ．ッで の追試的論文の 掲載で あり， こ

れ は 同年末 に米国の専門誌 で も翻訳掲載 された

（KrUger， 1973）．主なr 般 トレ ーニ ン グ論書籍

は ， 東独で の Harre （1971 ，
1975

，
1979）お よび

Zannon（1981）， ポ ー
ラ ン ドで の Ulatowski

（1973）， 西 独 の Martin（1979， 1980）お よ び

Starishka：（1988）， 英国での Dick （1980），
ル ー

マ ニ アか らの 移住者で もあるカナ ダで の Bompa

（1983， 1993）， ウ クライナの n 耳aToHoBa （1987）

等で ある．また ，
80年代半ば ま で には ，相 次 い

で ソ連お よび東独の
一

般 トレ
ー

ニ ン グ論の英訳版

お よび ソ連のスポー
ツ シス テム の 紹介が出版され

る　（Riodan，
1977

，
　 Tayler

，
1977

，
　 Schneidman

，

1980；Matvejev， 1981；Harre，
1982；Kukushkin，

1983）．

　ま た ， 米国では ， ス トレン グス ＆コ ン デ ィ シ ョ

ニ ン グ コ
ー

チらの機関紙 ，
National　Strength　and

Conditioning　Association（NSCA ）Joumal（1978

創 刊）等を通 じた期分け 理 論 の 紹介が 相次 ぐ

（Pedemonte ，
1982a，1982b，1983，1986a， 1986b

，

1987；Roundtable，1986a，1986b，
1987

，
　Yessis

，

1983；Pauletto， 1986），また関連書の 出版 も重な

り　（Freeman，1989，
　Yessis

，
1987；Bompa ，

1983
，

1993），遅れ馳せながら トレー
ニ ン グ指導者お よ

び実践理論家の 間で期分け論 に関心 が集まっ て
一

種の 流行現象を昊 して い る．こ の傾向は，上級選

手の専門的 （特殊）体力問題に関して も同様で ，

ソ連時代の体力闘連論文を集めた翻訳掲載誌 Sov−

iet　Sports　Review （旧名 Yessis　Review　1966−78
，

1994年廃刊）がそれ らの紹介に大 き く貫献す る．

3． 期分け トレ
ーニ ンゲ論の批判

　80年代の半ば 以降 ， 世界標準 ともな っ た期分

け論 を核 とす る一般 b レーニ ソ グ論に 対 して ，次

第に疑問 と批判が生まれる．主にそれ らは ，トッ

ブレベ ル ス ポー
ツ の 実践現場を預かる上級 コ ーチ

と理論家か らであ る．これ らに共通す る点は，マ

トベ ー
エ フ 理 論が急速に発展 した世界的な トッ プ

レ ペ ルで のスポー
ツ活動の実体に即さなくな っ た

との 批判である．

　 こ れ らの論拠の 背景に は ， 第 1 に ， 最近20年

間に多 くの種 目で ， オ リン ピ ヅ ク大会以外に も世

界選手権やワ
ー

ル ド
・
カ ッ プ等 ， 毎年の様に 大規

模な国際大会が連続する こ とで トッ ブ レベ ル選手

の試合の過密 ・長期化が指摘され る （Tschiene，

1979
，
1985；Werchoshanskij， 1981 ，

1982
，
1984）．

第 2 は ， プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナル 化 したキ ャ リア選

手の増大 と競技的発達段階の成熟化に伴っ て深化

した トレ
ー

ニ ン グ内容の高度な専門化 である．

　一方 ， 「今 日 ， 我 々 が知 る トレーニ ン グ期分け

の概念はマ トベ ーエ フ研究に始ま り，厳密に トレ

ー
ニ ン グ管理 されたソ連 ・東欧圏の理論 と実践 を

通 じて形成 され た もの であ る．ソ連 ・東欧圏で の

トレーニ ン グ管理 は ， 選手の トレ
ー

ニ ン グか ら試
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合の 数や タイプに及び，中央機構か らの 厳密な指

導 に よ っ て 初めて 効果的に 達成 された もの で あ

る．従 っ て ，異な っ た 社会的ス ポ ー
ッ 環境の 下

で ， こ の トレ
ー

ニ ン グ期分けの概念を応用す る場

合には，．この背景が考慮され る必要がある」 との

批判 も見られ る （Gambetta， 1989）．

　選手に最適に準備された状態 を求め，高度な ス

ポー
ツ ・パ フ ォ

ー
マ ン ス を維持す るために ， 必要

な水準で トレーニ ン グを継続するには多 くの矛盾

した状況が生 じで い るため である．選手が 当該種

目で
一

旦 高度な国際水準に到達 した際 には，試合

そ の もの が トレー
ニ ンブ 刺激の 最高の 手段 ・方法

で もあ る；

．
しか し， こ れは また ， 故障の 発生 リス

ク を高める と岡時に ， 選手キ ャ リアをよ り短 くし

が ち で もあ る．ま た，年 2 サ イ ク ル の 期分け モ

デ ル で さえ も，
一

般的訓練 内容 へ の過剰 な配分

は ， トッ
．
プレベ ル選手に対 して しば しば マ イナ ス

効果を もた らして い る との 認識がある．こ の 傾向

は ， 特にス ピー ド・筋力系および球技系種 目に顕

著であ り， 最近の実践面で は ， 全体的に 専門的準

備期 と試合期の構成内容に絞られたモ デル とな っ

て い る の が特徴的であ る．そ こ で の トレ
ー

ニ ン グ

内容は ， 専門種 目 と同様な運動の メカ ニ ズム に結

び つ い た タ イプの 専門的運動に よ り大 きな割合が

占め られるよ：うになる
’
（Tschiene， 1979， 1985）．

　競技的状態の発達周期の 適正 期間の 長 さは ， 専

門 とする ス ポー
ッ種 目の特性だけで な く， 競技者

の トレー
ニ ソ グ開始時の レ ベ ル ， 年令 ， 個人的特

性に よ っ て も影響 され ， 幾つ かの バ リエ
ー

シ ョ ン

が見 られる．
．
発達過程の初期 （ジ ュ ニ ア期）にあ

っ て は ， トレ
ー

ニ ソ グ の 急速な発展が特徴的で あ

る ．一方 ， 高次活動段階に ある ト ッ プレ ベ ル 選手

（シ ニ ア）で は，身体機能の可能性は安定化す る

中で ， 機能的な全体的な結合協調関係の改善が細

部にわ た っ で促進 され る こ とにな る．また，身体

的発育過程に も多 くの 個人差がある ように ， トレ

ーニ ン グに よる順応適応過程の長さで も個人差 を

無視す る こ とはで きな い （Tschiene，
1985；Wer −

choshanskij
，
1984）．

　 こ の様な理由か ら， 初期の発達段階に あるジ ュ

ニ ア期での トレー
ニ ン グ期分け とトレーニ ン グ内

容は，シ ニ ア期に 要求され る ほ ど厳密な もの で は

ない ．そこ で は ， トレー
ニ ン グ周期全体が ， 構造

的特徴と して諸要素の全面的な発達を 目指す方向

におか れ ， 試合期に も準備期的な性格が保たれる

こ とにな る．従 っ て ， 試合日程 もシ ニ ア に比 べ
，

試合間隔を長 くとり， 試合密度 を抑 える必要があ

る．また，試合その もの も全体に トレ
ー

ニ ン グ的

性格が特徴である．

　高次活動期間の後半 にある トレーニ ソ グ性の高

い ベ テ ラン 選手で は ， 準備期にお い て ， 特にそ の

第 1段階で の
一般的な トレ ー

ニ ン グ内容は大幅

に減少 し， 全体に よ り専門化 され た強度の高 い 内

容 と， 試合お よび積極的回復 を 目的 とした もの と

なる．そ こ では，多様な数多 くの試合参加が実現

され ， 試合期の 大幅な延長も可能で ある．マ トベ

ーエ フの古典的モ デル は，上級者で も比較的初期

の トレ
ー

ニ ン グ段階の者には依然有効で あるが ，

ベ テ ラソ の トッ ブレベ ル で は周期間の 厳密な期分

けは不鮮明となる傾向にある．こ れは，選手の ト

レ
ー

ニ ソ グ性が 高ま るに連れ て 年間を通 じて専門

的訓練の割合が増大 し，専門的訓練で 求め られ る

負荷量 ・
強度共に ， 年間 トレ

ー
ニ ソ グ全体が著 し

く高い レベ ル に達するためであ る．

　こ れ らの問題は ， ドイッの トレーニ ン グ科学専

門誌
“ Leistungssport”

（1971年創 刊）を中心 に

見る と，相互 に関連 しな が ら も次の 3 つ の タイ

プに 分け られ る ：  類型的種 目特性お よび発達段

階特性へ の対応聞題，  集中方式 と要素的課題 へ

の対応 （trade−off ： 同時に満足で きな い 諸条件の

間の取捨選択 〔調整〕）問題，そ して   実際的 ト

レ
ー

ニ ン グに対して の 分析的な トレ
ー

ニ ン グ論 へ

の懐疑
一

即ち ， より実践的で統合的な トレーニ ソ

グ論の模索で ある．

　第 1の批判であ る類型的種 目特性 と発達段階

特性 へ の対応問題は ， 主にス ピー ド・
筋力 （パ ワ

ー
）系の 種目に関連 してな され た．マ トベ ー

エ フ

の期分け論を支えた実証的デー
タが ， 主 に持久系

種 目で あ っ たた めで あ る．また ，研究対象 とな っ

た当時 （1950−60年代初期）の トッ プ レ ベ ル選手

の競技水準自体も批判され る．そこ で は ， 後の急

激な競技 レ ベ ル の 向上 と選手キ ャ リア の 長期化
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で，今 とな っ て は系統発生的な発達途上段階に相

当し最 近の トッ プ レベ ル の 実体に そ ぐわ な くな

っ た点が主張される．こ れ は ， 世界規模で の 国際

試合の過密 ・長期化か ら，競技的状態の 周期構造

が比較的短期間 に年間複数 回更新され る と同時

に，極めて 多様性に富み得る こ とに論拠を置い て

い る （Tschiene，
1985； Werchoshanskij， 1982，

1984）。しか しな が ら，
い ずれ も論証するに足 る

実証的デー
タは得 られて いな い ．

　また ，第 2 の批 判は ，上 記の批判 とも関連 し

た もの で ， トッ プレベ ル 選手の活動実体の変革を

論拠に した，マ トベ ー
エ フ の古典的負荷変動の

一

般モ デルに対す る もの である．そ こ では ， 主 に体

力面 の ス ピー ド ・筋力要素に 注 目 した集中方式

（Werchoshanskij，
1984） もしくはブ ロ ッ ク シ ス

テ ム （Tschiene， 1985，
　Satori， 1987）， 同時に 満

足で きな い 要素的課題間の 取捨選択 また は 調整

（trade−e 鋤 問題 へ の対応策 として半 メ ゾ周期で

の コ ソ トロ
ー

ル 等が 提起され て い る （Zatsiors−

ky，
1995）．ご く最近で は ，マ トベ ーエ フの期分

け論に関連 して旧ソ連の トレ
ー

ニ ソ グ論体系を全

面否定する過激な批判 も登場す る （Verchoshan−

skij，1998）．

　こ れ ら の 批判 の 多 くは ，Platonov （1999）や

Bartonietz（1999）の 弁護的反論に も見 られ る様

に，当初の マ トベ ーエ フ研究の期分け論およびそ

れか ら発展 した
一

般ス ポー
ツ トレーニ ン グ論の 包

括的内容の
一

部を ， しか も
一

面的に取 り上 げた偏

向的内容で，実証的デー
タに も乏 しい ．また ， そ

れ らの 多 くは ， 当時の 研究上 の 限界若し くは今後

の研究課題 として，既 に マ トベ ーエ フが指摘 した

もの ば か りで ある．

　第 3の 批判は ，
こ れ ま で の 伝統的 な分析的科

学の方法論 に依拠する トレ
ー

ニ ン グ論 自体へ の 懐

疑で あ る ．こ．の 理 由は ， 実際の トレ ーニ ン グで

は ，

一つ の 運動 （exercise ）が ，種 々 の条件に よ

っ て指向される様 々 な トレーニ ン グの狙い や課題

に対応 して ，巧 みに使い分け られて い る事実から

出発して い る．例えば，最初 に技術や戦術を指向

して習熟的方向に用い られた運動が，次には体力

面を指向 して 強化 的方 向に使われ る （またはそ の

逆）．換言すれば， トレ
ー

ニ ン グ理論 （科学）に

お い て ， 運動を細分化 した
一

面的で 要素的に扱わ

れ る内容 自体 ， 決 して実存する もので な く，運動

自体か らそれらを取 り出す こ ともで きな い ．理論

的 に区分され る体力 ， 技術 ， 戦術および心理 トレ

ー
ニ ソ グ若 しくは それ らの 個 々 の

一
面的な要素自

体 ， 理論的に扱 うための便宜上 の区分に過 ぎず，

トレーニ ン グの実際 との乖離に対す る疑問 と批判

で もある （村木，1994
， pp．137−139）．

　 これ らの本質は ， 運動 自体 が持 つ 不可分な多面

的 ， 複合的要素を損な わな い で，それ らの 指向性

を競技パ フ ォ
ー

マ ン ス 向上 の ため に合理的に使い

分け ， 全体性を持つ 運動を如何に統合的 ， 相乗的

に作用させ得るか を問 う， よ り実践的で統合的な

新 しい トレ ー
ニ ン グ論の 模索に ある （Zannon，

1997；Gambetta， 1989）．

　こ の意味で は ， 従来か ら典型的 な技術 ・戦術 ト

レー
ニ ン グとして

一
面的に扱われて きた代表的運

動を ， 体力面 との 二 面性の観点か ら取 り上げた球

技系種 目を対象 とする Sa8 ら （1997）および対

人系格闘技種 目の Lehmann （1997）らの もの は

新 しい 研究動向の
一

端を示すもの と言えよ う．ま

た ，現象論的分析 とは い え，球技系で の 試合運動

か らラン ニ ン グパ タ
ー

ン を類型化 し ，
コ ン デ ィ シ

ョ ン トレーニ ン グ へ の反映を意図 した Plisk　 and

Gambetta （1997），
Wroblewski（1997）らの取り

組み も実践的な トレーニ ン グ論 として意義あるも

の と言え よ う．

　一方 ， 競技パ フ ォ
ー

マ ソ ス に体力面 の因子 が大

きい とされ る陸上競技で も ， 特に ， 比較的技術面

の影響が大 きい とみ られるス ピー ド・筋力種 目で

は ，理論 と実践両面 で両者の 関係が注 目され て き

た ．そ の 代表例が ， ス プリン ト， 跳躍および投擲

種 目で の 負荷軽減法 （assisted 　training）で あ る

（村木 ， 1994
， pp．121−128）．こ れ らの 背後には ，

高度な トレーニ ン グ水準に到達した キ ャ リ ア 選手

の非 日常的な試合負荷条件の下での最大出力 （全

力）発揮問題が存在す る．換言すれ ば，極め て主

観的な強度問題 とその 際の 「脱制止」 もし くは 「抑

止堺象の防止」または臨界出力時の リラクセ
ー

シ

ョ ン 問題である．
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4．　 ま　　 と　　め

　 マ トベ ーエ フの期分け論を契機に発展 した一般

スポー
ツ トレ

ー
ニ ン グ論 は ， 個別ス ポー

ツ 種 目

（特に ， 陵上競技 ， 重量挙 ， 水泳競技な ど）の個

人種 目での高度な実践活動を通 じて生み 出された

経験理 論の 発展 と ， 教育学お よび生物 ・医科学系

の基礎的研究成果の応用に よっ て発展 して きた．

今 日で は ， 横断的な視座の 下に学際的にそれ らの

研究方法を駆使 しなが ら， 多様なスポー
ツ 運動に

共通する問題 を扱 うス ポー
ツ 科学の 中核 として の

存在が期待され る．そ の存在は ， 個別ス ポー
ツの

理論的な発展 と両輪関係である必 要が ある．なぜ

な ら ， 個別ス ポー ツ 種 目におけるパ フ ォ
ーマ γ ス

の発達は ，

一般 スポー
ツ運動能力ひ い ては 日常生

活運動の 発達を土 台に した高度な専門化 も し くは

特殊化の 過程だか らで ある．ま
．
た，理論化の 作業

自体，個別の特殊な事例か ら
一
般的な法恥性を見

出す帰納的推論 と
，

い くっ かの前提か ら 1 つ の

結論を導 く演繹的推論 に依拠す る普遍化の過程に

他な らない ためで ある ．

　前述 した最近の期分け理論批判の幾 つ かは ， 現

状の成熟化 した トッ プレベ ル スポー
ッの実態 を反

映 した もの として共感 し得る もの があ る． しか

し， 急激 に過密 ・長期化 した世界規模で の大会が

毎年の よう；に連続す．る試合 日程は，競技的状態の

向上性 と安定性を必ず しも保証す る訳で はな く ，

む しろそ の様な ト1ノーニ ン グの合理性 とは無関係

な興行的関心 に依拠す る と こ ろが大であ る．それ

らに対 して は ， 十分な論拠を持 っ た トレーニ ン グ

論側か らの批判が不可欠であ り， 試合 シス テ ム 自

体の研究 と共に，マ トベ ー
エ フ が行っ た と同様な

試合パ フ ォ
ーマ ソス動態の追試が改めて求め られ

る．

　
一

方 ， 競技パ フ ォ
ー

マ ソ ス の向上 を 目指 して 取

り組む スポー
ッ トレー

ニ ン グでの包括的か つ 統合

的内容は ， トーe ニ ン グ の 断片的要素を幾ら集め

て も，そ の体系化は為 し得ない であろ う． トレ
ー

ニ ソ グ論研究 では ，不 完全で はあ っ て も包括的な

トレ
ー

ニ ソ グ体系全体の 構造化 と共に ， そ こ で の

問題の所在を見出 し， 本来的な運動の多面的現象

を出来るだ け損なわずにその本質が 明らかにされ

る必要があ る．こ うした意味か ら も，古典 と言わ

れ る マ トベ ーエ フの期分け論の 出発点 とな っ た競

技的状態の本質の客観的事実認識が改めて求め ら

れ る．

　そ こ で タ
ー

ゲ ッ トにす べ き殀究課題は，相互に

関連 しあ う次の 3 つ の 領域 に大別 され る．そ れ

らは ，  ス ポーツ パ フ ォ
ーマ ン ス 問題 ，   ス ポー

ッ トレーニ ン グ問題，  試合問題である．こ れ ら

は ， 個 々 の ス ポー
ツ種 目 （もしくはある程度カテ

ゴ リ
ー

化 され た系毎）に特化 され た個別理論 と，

横断的にそれ らの共通問題を扱う一
般理論 との両

輪関係での発展が望まれる．
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